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本
日
は
ご
来
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
会
が
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
日
本
の
伝
統
音
楽
を
探
る
　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
今
回
で
第
５
回
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
観
客
の
皆
様
方
、
構
成
解
説
の
先
生
方
、
ご
出
演
い
た
だ
い

た
演
者
の
方
々
、
ま
た
劇
場
関
係
者
等
公
演
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の
方
々
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
初
回

か
ら
共
催
い
た
だ
い
て
い
る
真
如
苑
の
方
々
。
こ
の
よ
う
な
多
く
の
人
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
て
本
日
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
紙
面
か
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
心
か
ら
感
謝
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
18
年
に
第
１
回
の
「
地
歌
」、
19
年
に
は
「
謡
曲
」、「
琵
琶
楽
」、
昨
年
は
「
歌
舞
伎
の
下
座
音
楽
」
と
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
毎
回
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
伝
統
音
楽
が
こ
ん
な
に
も
面
白
か
っ
た
の
か
、
次
の
公
演
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
、
と
皆
様
方
の
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
文
楽
の
義
太
夫
節
を
取
上
げ
ま
し
た
。
伝
統
音
楽
を
代
表
す
る
分
野
と
し
て
早
く
か
ら
計
画
に
は
上
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
や
っ
と
念
願
が
か
な
っ
た
次
第
で
す
。
文
楽
の
最
高
位
「
切
場
語
り
」
の
豊
竹
嶋
大
夫
師
、
三
味
線
の
豊

澤
富
助
師
の
ご
出
演
を
得
て
、
構
成
・
解
説
は
長
年
文
楽
の
制
作
に
携
わ
れ
、
現
在
は
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音

楽
研
究
セ
ン
タ
ー
の
後
藤
静
夫
教
授
と
い
う
、
最
高
の
メ
ン
バ
ー
で
「
義
太
夫
節
」
の
魅
力
を
お
伝
え
で
き
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
京
都
で
は
昭
和
59
年
１
月
に
国
立
文
楽
劇
場
が
大
阪
・
日
本
橋
の
地
に
開
場
す
る
ま
で
会
場
等
の
変
遷
は
あ
り

ま
し
た
が
、
「
文
楽
京
都
公
演
」
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
府
民
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ィ
の
開
場
記
念
、

十
年
余
り
に
渡
る
南
座
で
の
公
演
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
春
秋
の
二
回
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ
た
最
後
の
劇
場
が
京
都

府
立
文
化
芸
術
会
館
で
し
た
。

同
館
で
は
来
春
開
館
40
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
こ
れ
を
記
念
し
て
今
秋
に
文
楽
公
演
を
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
京

都
の
伝
統
文
化
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
同
館
の
40
周
年
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
久
し
ぶ
り
の
京
都
で
の
文
楽
公
演
を
成

功
さ
せ
た
い
と
、
会
場
を
府
民
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ィ
か
ら
移
し
て
の
公
演
と
い
た
し
ま
し
た
。

ど
う
か
、
様
々
な
場
で
伝
統
文
化
が
盛
ん
に
な
っ
て
ま
い
り
、
多
く
の
方
が
そ
の
良
さ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
時
代

と
な
り
ま
す
よ
う
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
間
も
な
く
開
演
で
す
。
ど
う
ぞ
、
最
後
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

京
都
和
文
華
の
会

代
表
　
早

川

聞

多
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出
演
者
紹
介

C
A
S
T

芸
歴

昭
和
23
年
１
月

十
代

豊
竹
若
大
夫
に
入
門
、
二
代

豊
竹
呂
賀
大
夫
と
名
の
る

昭
和
29
年
11
月

四
代
豊
竹
呂
大
夫
を
襲
名

昭
和
43
年
４
月

三
代

竹
本
春
子
大
夫
門
下
と
な
り
、

八
代
豊
竹
嶋
大
夫
を
名
の
る

昭
和
44
年

四
代

竹
本
越
路
大
夫
の
門
下
と
な

る

平
成
６
年
４
月

切
場
（
き
り
ば
）
語
り
に
な
る
（
最

も
重
要
な
場
を
語
る
太
夫
に
与
え

ら
れ
る
最
高
の
資
格
）

受
賞
歴

昭
和
62
年
１
月

大
阪
文
化
祭
賞
本
賞

昭
和
62
年
１
月

第
６
回
（
昭
和
61
年
）
国
立
劇
場

文
楽
賞
文
楽
優
秀
賞

平
成
６
年
３
月

芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞

平
成
７
年
11
月

紫
綬
褒
章

平
成
８
年
５
月

大
阪
府
知
事
表
彰

平
成
10
年
１
月

第
17
回
（
平
成
９
年
）
国
立
劇
場

文
楽
賞
文
楽
優
秀
賞

平
成
14
年
１
月

第
21
回
（
平
成
13
年
）
国
立
劇
場

文
楽
賞
文
楽
大
賞

平
成
20
年
４
月

旭
日
小
綬
章

他
多
数

芸
歴

昭
和
46
年
10
月

文
楽
協
会
三
味
線
部
研
究
生
と
な
る

（
16
才
）

師
は
二
代
野
澤
勝
太
郎
、
野
澤
勝

司
と
名
の
る

昭
和
47
年
２
月

国
立
劇
場
で
初
舞
台

「
冥
土
の
飛

脚
・
道
行
相
合
か
ご
」

昭
和
59
年
４
月

五
代
豊
澤
富
助
と
改
名
す
る

受
賞
歴

昭
和
59
年
３
月

第
３
回
（
昭
和
58
年
度
）
国
立
劇

場
文
楽
賞
文
楽
奨
励
賞
（
第
７
回

昭
和
62
年
度
、
第
15
回
平
成
７
年

度
も
受
賞
）

平
成
元
年
２
月

芸
術
選
奨
文
部
大
臣
新
人
賞

平
成
６
年
12
月

平
成
５
年
度
因
協
会
賞
（
平
成
８

年
度
、
平
成
13
年
度
も
受
賞
）

平
成
７
年
１
月

第
14
回
（
平
成
６
年
）
国
立
劇
場

文
楽
賞
文
楽
優
秀
賞
（
第
19
回
平

成
11
年
も
受
賞
）

他
多
数

文
楽
・
近
世
芸
能
研
究
家
／
京
都
市
立
芸
術

大
学
　
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
　
教
授

１
９
４
６
年
　
静
岡
県
生
ま
れ
　
大
学
卒
業

後
（
財
）
文
楽
協
会
、
日
本
芸
術
文
化
振
興
会

国
立
劇
場
職
員
を
経
て
、
現
職
。
文
楽
協
会
・

国
立
文
楽
劇
場
・
国
立
劇
場
を
通
じ
て
34
年
間

人
形
浄
瑠
璃
・
文
楽
の
制
作
業
務
を
担
当
。
文

楽
の
現
在
の
活
動
実
態
の
諸
相
・
史
的
変
化
等

の
研
究
を
通
じ
て
　
近
世
芸
能
に
お
け
る
人
形

浄
瑠
璃
の
芸
能
史
的
意
味
を
探
る

著
書
に
「
人
形
芝
居
と
文
楽
（
日
本
の
伝
統

芸
能
・
４
）
」
（
小
峰
書
店
）
、
「
文
楽
談
義
―
語

る
・
弾
く
・
遣
う
」（
共
著
・
創
元
社
）、「
文
楽

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」（
共
著
・
三
省
堂
）
な
ど

南
端
玲
子

八
代
　
豊
竹
嶋
大
夫

五
代
　
豊
澤
富
助

後
藤
静
夫

■
　
出
　
演

■
　
構
成
・
解
説

■
　
司
　
会

ドキュメント08  09.8.4 9:53 AM  ページ 3



4

音
曲
の
司
―
高
い
文
学
性
と
音
楽
的
表
現

か
つ
て
義
太
夫
節
は
「
音
曲

お
ん
ぎ
ょ
く

の
司
つ
か
さ

」
と
云

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
音
曲
、
と
は
本
来
謡
曲

の
事
で
し
た
。
後
に
は
広
く
三
味
線
音
楽
を

含
む
音
楽
一
般
の
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

な
か
で
も
語
り
物
・
浄
瑠
璃
を
指
す
こ
と
が

多
く
、
義
太
夫
節
＝
「
音
曲
の
司
」
は
そ
の

意
味
で
使
わ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

義
太
夫
節
が
数
あ
る
浄
瑠
璃
の
中
で
も
際
だ

っ
た
表
現
力
・
文
学
性
を
有
し
て
い
た
こ
と

を
表
し
た
言
葉
で
す
。

義
太
夫
節
の
高
い
文
学
性
は
、
御
存
知
の

近
松
門
左
衛
門
を
始
め
と
す
る
数
多
の
優
れ

た
浄
瑠
璃
作
家
達
が
、
さ
ま
ざ
ま
の
時
代
に

材
を
取
り
な
が
ら
も
、
実
は
同
時
代
に
生
き

る
庶
民
の
感
覚
に
沿
っ
た
人
間
ド
ラ
マ
を
紡

ぎ
出
す
た
め
、
心
血
を
注
い
で
取
り
組
ん
だ

結
果
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

歴
史
と
成
立

人
形
を
操
る
「
傀
儡
く
ぐ
つ

」
と
呼
ば
れ
た
芸
能

は
中
世
後
期
に
は
能
と
結
び
つ
き
「
能
操
り
」

と
し
て
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
浄
瑠
璃

と
人
形
の
結
び
つ
い
た
「
浄
瑠
璃
操
り
（
人

形
浄
瑠
璃
）」
は
、
16
世
紀
末
〜
17
世
紀
初
に

京
都
で
行
わ
れ
始
め
た
と
云
わ
れ
ま
す
。
京

か
ら
大
坂
や
江
戸
に
も
広
ま
り
、
多
く
の
浄

瑠
璃
語
り
（
太
夫
）
が
、
さ
ま
ざ
ま
の
独
自

の
浄
瑠
璃
を
創
始
し
ま
し
た
。
京
の
角
太
夫

節
、
大
坂
の
道
具
屋
節
や
文
弥
節
、
新
興
都

市
江
戸
で
も
て
は
や
さ
れ
た
薩
摩
節
や
金
平

節
等
が
そ
れ
ぞ
れ
人
形
浄
瑠
璃
を
演
じ
て
い

ま
し
た
。

・
古
浄
瑠
璃
か
ら
義
太
夫
節
へ
ー
竹
本
義
太

夫
の
登
場

竹
本
義
太
夫
が
義
太
夫
節
を
創
始
す
る
以

前
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
浄
瑠
璃
を
「
古
浄
瑠
璃
」

と
読
ん
で
い
ま
す
。
古
浄
瑠
璃
は
大
坂
の
井

上
播
磨
掾

は
り
ま
の
じ
ょ
う

、
京
の
宇
治
加
賀

か
が
の

掾
じ
ょ
う

に
よ
っ
て
一

つ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

大
坂
天
王
寺
の
百
姓
で
あ
っ
た
五
郎
兵
衛

は
、
播
磨
掾
の
浄
瑠
璃
を
好
み
日
頃
か
ら
口

ず
さ
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
播
磨
掾
の
弟
子
の

清
水
理
兵
衛
に
見
い
だ
さ
れ
、
清
水

き
よ
み
ず

理り

太
夫

だ
ゆ
う

と
名
の
り
人
形
浄
瑠
璃
に
出
演
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
後
京
に
上
り
、
加
賀
掾
の
芝
居

に
も
出
演
し
、
独
立
を
企
て
ま
す
が
失
敗
し
、

修
業
の
旅
に
出
ま
す
。
安
芸
（
広
島
県
）
の

宮
島
等
で
浄
瑠
璃
操
り
を
演
じ
つ
つ
、
音
曲

上
の
創
意
工
夫
を
凝
ら
す
一
方
、
古
く
か
ら

の
宗
教
音
楽
や
芸
能
（
平
曲
・
謡
曲
・
幸
若

等
）、
古
浄
瑠
璃
の
特
徴
あ
る
旋
律
、
民
間
の

労
働
歌
・
は
や
り
歌
・
門
付
け
芸
等
あ
ら
ゆ

る
芸
の
優
れ
た
と
こ
ろ
を
貪
欲
に
取
り
入
れ
、

そ
れ
ま
で
に
な
い
斬
新
な
浄
瑠
璃
を
創
り
上

げ
ま
し
た
。

・
義
太
夫
・
門
左
衛
門
・
出
雲

数
年
の
後
、
満
を
持
し
て
大
坂
に
戻
っ
た

理
太
夫
は
竹
本
義
太
夫
と
名
を
改
め
、
道
頓

堀
に
竹
本
座
を
旗
揚
げ
し
ま
す
。
新
し
い
義

太
夫
節
は
、
経
済
力
を
身
に
つ
け
た
大
坂
の

新
興
町
人
層
の
熱
い
支
持
を
得
て
評
判
を
高

め
ま
す
。
さ
ら
に
新
し
い
時
代
の
人
間
ド
ラ

マ
を
摸
索
し
て
い
た
近
松
門
左
衛
門
を
座
付

き
作
者
に
迎
え
、
優
れ
た
プ
ロ
デ
ユ
ー
サ
ー

で
あ
る
竹
田
出
雲

い
ず
も

に
座
の
経
営
を
委
ね
た
義

太
夫
は
芸
に
邁
進
し
、
人
形
浄
瑠
璃
界
の
第

一
人
者
と
な
り
ま
す
。

・
近
世
音
曲
の
頂
点
へ

義
太
夫
は
元
来
音
階
が
正
し
く
大
音
豪
放

な
語
り
口
な
が
ら
、
播
磨
掾
を
学
ん
で
細
や

か
な
節
回
し
も
会
得
し
ま
し
た
。
晩
年
に
は

さ
ら
に
人
情
の
機
微
の
細
や
か
さ
を
も
語
り

生
か
す
境
地
に
達
し
た
の
で
す
。

二
代
目
義
太
夫
を
継
い
だ
政
太
夫
（
後
上

総
少
掾
、
さ
ら
に
播
磨
少
掾
）
は
、
小
音
悪

声
で
し
た
が
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
、
近
松

他
の
作
品
を
徹
底
的
に
読
み
抜
き
技
巧
を
錬

磨
し
、
類
型
的
な
が
ら
登
場
人
物
の
心
情
の

解

説

後
藤
静
夫

義
太
夫
節
に
つ
い
て
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写
実
表
現
を
確
立
し
、
新
境
地
を
確
立
し
て
、

義
太
夫
節
を
近
世
音
曲
の
頂
点
に
導
い
た
と

云
え
る
で
し
ょ
う
。

初
代
義
太
夫
の
門
下
か
ら
は
、
生
ま
れ
な

が
ら
の
美
声
を
生
か
し
、
華
麗
な
技
巧
的
芸

風
を
確
立
し
た
豊
竹
若
太
夫
が
現
れ
ま
し
た
。

若
太
夫
は
豊
竹
座
を
創
立
し
、
義
太
夫
の
竹

本
座
と
対
抗
し
て
、
人
形
浄
瑠
璃
の
黄
金
時

代
を
現
出
し
ま
し
た
。
道
頓
堀
の
西
に
位
置

し
た
竹
本
座
の
質
実
で
男
性
的
な
芸
風
を
西に

し

風ふ
う

、
東
に
位
置
し
た
豊
竹
座
の
優
美
で
女
性

の
表
現
に
優
れ
た
芸
風
を
東
風

ひ
が
し
ふ
う

と
い
い
、
義

太
夫
節
の
芸
表
現
の
基
本
的
な
理
念
と
な
り

ま
す
。
後
に
は
両
風
が
混
合
し
ま
す
が
、
そ

の
理
念
は
現
在
も
な
お
尊
重
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
そ
の
後
、
優
れ
た
作
品
が
繰
返
し

上
演
さ
れ
る
古
典
化
の
時
代
を
迎
え
る
と
、

多
く
の
優
れ
た
太
夫
の
芸
質
・
語
り
口
を
生

か
し
た
表
現
が
定
着
し
、
個
人
名
を
冠
し
た

風
と
し
て
尊
重
さ
れ
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

音
楽
的
な
構
造
―
精
緻
か
つ
高
度
な
技
法

こ
の
よ
う
に
義
太
夫
節
は
　
初
代
義
太
夫

以
来
た
ゆ
み
無
い
努
力
に
よ
っ
て
、
他
に
類

を
見
な
い
人
間
ド
ラ
マ
を
表
出
す
る
音
曲
を

作
り
上
げ
ま
し
た
。
た
だ
そ
の
表
現
力
を
支

え
る
技
巧
は
精
緻
か
つ
高
度
な
も
の
に
な
り
、

太
夫
の
生
涯
を
懸
け
た
厳
し
い
修
行
を
も
っ

て
し
て
も
、
完
全
に
は
習
得
し
得
な
い
、
と

ま
で
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

そ
の
よ
う
な
完
成
度
の
高
い
義
太
夫
節
の
芸

能
上
の
位
置
や
音
楽
的
な
構
造
を
図
示
し
て
み

ま
す
。（
図
１
〜
５
）

（
図
は
井
野
辺
潔
等
の
説
を
参
考
に
し
て
作
製
）

・
「
詞
」「
色
」「
地
（
地
合
）」

図
２
に
あ
る
よ
う
に
義
太
夫
節
は
大
き
く

「
詞
」
と
「
色
」
と
「
地
（
地
合
）
」
で
構
成

さ
れ
ま
す
。「
詞
」
は
人
物
の
台
詞
で
、
原
則

と
し
て
旋
律
を
伴
い
ま
せ
ん
。「
地
」
は
状
況

や
人
物
の
動
作
・
感
情
、
季
節
や
時
間
等
を

表
現
す
る
部
分
で
、
旋
律
を
伴
っ
て
演
奏
さ

れ
ま
す
。
文
章
上
は
「
詞
」
で
も
途
中
か
ら

旋
律
を
つ
け
て
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
演
奏
に
変
化
を
付
け
た
り
、
感
情
表
現

を
豊
か
に
す
る
と
い
っ
た
効
果
が
あ
り
ま
す
。

「
色
」
は
詞
と
地
の
中
間
で
、
詞
よ
り
は

節
が
か
っ
て
い
ま
す
が
、
地
ほ
ど
旋
律
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
主
と
し
て
地
か
ら
詞
に
移

る
と
き
に
用
い
ら
れ
、
移
行
を
音
楽
的
に
滑

ら
か
に
、
自
然
に
行
う
効
果
が
あ
り
ま
す
。

一
方
地
の
一
種
に
「
地
色
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
主
と
し
て
詞
か
ら
地
ヘ
移
る
と
き
に

用
い
ら
れ
、
「
色
」
に
近
い
「
地
」
で
あ
る
、

と
さ
れ
ま
す
が
非
常
に
微
妙
で
、「
地
」
と
の

区
別
は
演
奏
者
に
も
難
し
い
と
云
わ
れ
ま
す
。

義
太
夫
節�

詞（
原
則
と
し
て
三
味
線
・
旋
律
を
伴
わ
な
い
）�

色（
詞
だ
が
や
や
音
曲
的
に
語
る
、一
部
三
味
線
を
伴
う
）�

地（
地
合
）�
地
色（
地
だ
が
色
の
要
素
が
強
い
）�

地（
原
則
と
し
て
三
味
線
・
旋
律
を
伴
う
）�

節（
他
派
の
音
曲
の
旋
律
を
取
り
入
れ
た
部
分
）�

図2

日
本
の
音
声
芸�

「
歌
い
物
」�

催
馬
楽
・
今
様
・
声
明
・
民
謡
・
地
歌
箏
曲
・�

長
唄
・
荻
江
節
・
端
歌･

歌
沢
・
小
唄
な
ど�

平
曲
・
幸
若
・
謡
曲
・
説
経
節
・
浄
瑠
璃�

（
義
太
夫
節
・一
中
節
・
常
磐
津
・
清
元
・
新
内�

な
ど
）・
浪
曲
な
ど�

「
語
り
物
」�

「
咄
し
物
」�

説
教
・
落
語
・
漫
才
・
漫
談
な
ど�

「
読
み
物
」�

講
談
な
ど�

話
芸�

図1
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・
「
地
」

「
地
」
に
は
他
に
狭
義
の
「
地
」
と
「
節
」

が
あ
り
ま
す
。

狭
義
の
「
地
」
は
義
太
夫
節
固
有
の
旋
律

を
意
味
し
ま
す
。

（
イ
）
は
太
夫
の
発
す
る
声
の
高
さ
や
発

声
の
仕
方
を
表
し
ま
す
。
自
然
な
音
高
は

「
中
」
、
「
ウ
」
は
浮
か
せ
た
声
、
「
ハ
ル
」
は

一
段
高
く
張
っ
た
声
で
す
。

（
ロ
）
は
三
味
線
の
押
さ
え
る
べ
き
勘
所

（
ツ
ボ
）
の
う
ち
、
特
定
の
呼
称
を
与
え
ら
れ

た
も
の
で
す
。
三
味
線
の
ツ
ボ
は
通
常
ひ
ら

が
な
の
「
い
ろ
は
」
や
変
体
仮
名
を
崩
し
た

記
号
で
表
さ
れ
ま
す
。

（
ハ
）
は
義
太
夫
節
の
基
本
的
な
定
型
の

旋
律
を
表
し
ま
す
。

（
ニ
）
は
演
奏
の
開
始
・
接
続
・
終
結
部

分
に
用
い
ら
れ
る
定
ま
っ
た
旋
律
で
す
。

（
ホ
）
は
太
夫
の
特
徴
的
な
声
の
技
巧
や

間
拍
子
を
表
し
ま
す
。
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
拍

子
よ
く
か
た
る
「
ノ
ル
」
や
弾
む
よ
う
に
早

く
語
る
「
ハ
ズ
ミ
」
な
ど
で
す
。

（
へ
）
は
義
太
夫
が
尊
重
す
る
井
上
播
磨

掾
の
重
厚
な
浄
瑠
璃
を
取
り
入
れ
た
曲
節
で

あ
る
「
播
磨
地
」
や
竹
本
大
和
掾
の
ゆ
っ
た

り
と
優
雅
な
曲
節
を
取
り
入
れ
た
「
大
和
地
」

な
ど
名
人
・
上
手
の
特
徴
的
な
語
り
口
で
す
。

・
「
節
」

「
節
」
は
義
太
夫
節
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

音
楽
の
旋
律
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
す
。
こ

れ
が
長
年
に
わ
た
る
苦
心
の
成
果
で
あ
り
、

義
太
夫
節
が
「
当
流
浄
瑠
璃
」
と
し
て
、
多

く
の
古
浄
瑠
璃
を
凌
駕
す
る
要
因
の
一
つ
と

な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う

こ
れ
に
よ
っ
て
優
れ
た
人
間
ド
ラ
マ
で
あ
る

近
世
演
劇
＝
浄
瑠
璃
作
品
に
耐
え
う
る
多
彩

な
表
現
力
を
獲
得
し
、
人
々
の
心
を
捉
え
た

の
で
す
。

「
節
」
の
（
い
）
は
、
義
太
夫
節
に
先
行

す
る
中
世
・
近
世
の
さ
ま
ざ
ま
な
芸
能
の
音

楽
で
す
。
平
曲
（
平
家
琵
琶
）
や
舞
（
幸
若

舞
）
・
謡
曲
、
仏
教
色
の
強
い
説
経
節
等
で

す
。（

ろ
）
は
古
浄
瑠
璃
作
品
中
に
使
わ
れ
て

い
た
詞
章
の
旋
律
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
す
。

「
節
」
の
種
類�

�

（
い
）
先
行
芸
能
の
音
楽�

　
　
　
　
　
平
家
　
乱
舞
　
舞
　
謡
　
説
経
な
ど�

（
ろ
）
古
浄
瑠
璃
の
な
か
で
使
わ
れ
て
い
た
旋
律�

　
　
　
　
　
冷
泉
な
ど�

（
は
）
義
太
夫
節
以
外
の
浄
瑠
璃�

　
　
　
　
　
土
佐
　
文
弥
　
角
太
夫
　
江
戸�

　
　
　
　
　
半
太
夫
　
宮
薗
　
繁
太
夫
な
ど�

（
に
）
巷
間
芸�

　
　
　
　
　
相
ノ
山
　
祭
文
　
林
清
　
地
蔵
経
　
鹿
踊
り
な
ど�

（
ほ
）
民
謡�

　
　
　
　
　
舟
歌
　
小
室
節
　
糸
繰
歌
　
岡
崎
　
小
守
歌
　
馬
子
歌
　�

　
　
　
　
　
木
遣
音
頭
な
ど�

（
へ
）
背
景
音
楽�

　
　
　
　
　
各
種
メ
リ
ヤ
ス�

（
と
）
そ
の
他�

　
　
　
　
　
巡
礼
歌
　
地
歌
　
柴
垣
　
流
行
唄
な
ど�

「
地
」の
種
類�

�（
イ
）音
高
や
発
声
の
仕
方�

　
　
　
ハ
ル
　
ウ
　
中
　
上
　
下
な
ど�

（
ロ
）特
定
の
勘
所
を
使
用
す
る
も
の�

　
　
　
キ
ン
　
コ
ハ
リ
　
矢
な
ど�

（
ハ
）基
本
的
旋
律
型�

　
　
　
ハ
ル
フ
シ
　
本
フ
シ
　
長
地
な
ど�

（
ニ
）開
始
・
接
続
・
段
落
・
終
結
の
旋
律
型�

　
　
　
ソ
ナ
エ
　
ヲ
ク
リ
・
三
重
　
フ
シ
　
ス
エ
テ
　
ヲ
ト
シ
　
ヲ
ロ
シ
　
道
具
返
し�

　
　
　
段
切
り
の
旋
律
な
ど�

（
ホ
）声
の
技
巧
・
間
拍
子
に
関
す
る
も
の�

　
　
　
入
　
ク
ル
　
ト
ル
　
ノ
ル
　（
ノ
リ
）　
ヒ
ロ
イ
　
ハ
ツ
ミ
　
ユ
リ
な
ど�

（
ヘ
）名
人
の
特
徴
的
な
語
り
口�

　
　
　
河
内
地
　
大
和
地
　
播
磨
地
　
ニ
シ
キ
な
ど�

図3
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「
浄
瑠
璃
姫
物
語
」
の
中
の
「
さ
て
も
や
さ
し

の
冷
泉
や
」
と
い
う
一
句
に
付
け
ら
れ
た
と

い
う
上
品
で
優
美
な
旋
律
が
「
冷
泉
」
と
し

て
今
も
伝
承
さ
れ
ま
す
。

（
は
）
は
い
ろ
い
ろ
な
浄
瑠
璃
の
特
徴
的

な
旋
律
を
用
い
た
も
の
で
す
。
感
傷
的
で
憂

い
を
含
ん
だ
山
本
角
太
夫
の
「
角
太
夫
」、
高

音
で
哀
切
な
岡
本
文
弥
の
「
文
弥
」
な
ど
が
、

要
所
要
所
に
効
果
的
に
使
わ
れ
ま
す
。

（
に
）
は
巷
の
門
付
け
芸
等
を
取
り
込
ん

だ
も
の
で
、
伊
勢
の
内
宮
・
外
宮
の
間
で
う

た
わ
れ
て
い
た
「
相
の
山
」、
宗
教
的
歌
謡
を

元
と
す
る
「
祭
文
」、
祭
礼
の
鹿
踊
り
の
踊
り

歌
の
旋
律
に
基
づ
く
「
鹿
踊
り
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

（
ほ
）
は
各
地
の
民
謡
で
す
。

（
へ
）
は
人
形
の
演
技
を
際
だ
た
せ
る
た

め
三
味
線
（
太
・
細
）
で
演
奏
す
る
、
背
景

音
楽
で
す
。
演
技
に
よ
っ
て
自
由
に
伸
び
縮

み
す
る
の
で
メ
リ
ヤ
ス
と
云
わ
れ
る
の
だ
そ

う
で
す
。

（
と
）
は
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
で
す
。

曲
節
の
組
み
合
わ
せ
と
浄
瑠
璃
の
進
行

こ
れ
ら
多
種
多
様
な
音
楽
要
素
（
曲
節
）

を
組
み
合
わ
せ
　
浄
瑠
璃
は
進
行
し
て
ゆ
き

ま
す
。

図
５
の
よ
う
に
浄
瑠
璃
は
、
ま
ず
（
Ａ
）

三
重
や
オ
ク
リ
な
ど
段
の
開
始
の
演
奏
で
始

め
ら
れ
ま
す
。
義
太
夫
節
で
は
演
奏
は
基
本

的
に
「
三
重
」「
オ
ク
リ
」「
鹿
踊
り
」「
ソ
ナ

エ
」
で
始
め
ら
れ
ま
す
。
例
外
的
に
「
謡
」

や
「
歌
」
で
始
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
部
分
は
マ
ク
ラ
と
呼
ば
れ
、
物
語
の

状
況
を
説
明
し
な
が
ら
、
そ
の
段
の
雰
囲
気

や
性
格
を
醸
し
出
し
ま
す
。

（
Ｂ
）「
地
」
や
「
地
色
」
の
語
り
で
始
ま

り
、
し
ば
ら
く
進
む
と
「
色
」
と
な
り
、
滑

ら
か
に
（
Ｃ
）
登
場
人
物
の
「
詞
」
に
移
り

ま
す
。

「
詞
」
の
あ
と
は
再
び
（
Ｂ
）
「
地
」
「
地

色
」
と
な
り
ま
す
。

こ
の
「
地
」
―
「
詞
」
―
「
地
」
「
地
色
」

の
組
み
合
わ
せ
が
何
回
か
繰
返
さ
れ
る
と
、

音
楽
上
或
い
は
文
章
上
の
区
切
り
の
部
分
と

な
り
、
そ
こ
で
は
（
Ｄ
）「
フ
シ
（
フ
シ
落
）」

の
旋
律
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
す
。（
こ
こ
で
の

「
フ
シ
」
は
「
地
」
「
節
」
の
「
節
」
と
は
違

い
、
旋
律
型
の
名
前
で
す
）

こ
の
よ
う
な
（
Ｂ
）
―
（
Ｃ
）
―
（
Ｄ
）

で
構
成
さ
れ
る
小
段
が
い
く
つ
も
積
み
重
ね

ら
れ
て
一
段
の
浄
瑠
璃
が
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
段
の
最
後
は
又
「
三
重
」
や

「
段
切
」
の
旋
律
で
終
結
す
る
の
で
す
。

前
述
の
よ
う
に
「
地
」
や
「
節
」
に
は
さ

ま
ざ
ま
の
旋
律
、
技
巧
が
あ
り
、
演
奏
は
そ

れ
ら
を
適
切
・
効
果
的
に
用
い
、
快
く
変
化

に
富
ん
だ
劇
音
楽
と
し
て
、
人
形
を
生
き
生

き
と
活
躍
さ
せ
、
観
客
に
感
動
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

一
段
の
始
め�

　
①
三
重�

　
②
ヲ
ク
リ�

　
③
鹿
踊
り�

　
④
ソ
ナ
エ
・
そ
の
他（
謡
・
歌
な
ど
）�

Ａ�Ｂ�Ｃ�Ｃ�Ｃ�

�

Ｄ�

��

Ｅ�  

三
重（
オ
ク
リ
な
ど
）�

「
地
」（
ま
た
は
「
地
色
」
）�

「
詞
」
―
↓
「
地
」（
ま
た
は
「
地
色
」
）�

���「
フ
シ
落
」の
類�

�� 

三
重（
オ
ク
リ
）�

" '

…　　　…　　�

図５
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京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館
で
の

文
楽
上
演
記
録

文
楽
京
都
公
演
は
戦
後
観
賞
団

体
の
京
都
文
楽
会
等
の
尽
力
で
、

祗
園
会
館
、
弥
栄
会
館
等
で
の
公

演
を
経
て
昭
和
46
年
か
ら
京
都
府

立
文
化
芸
術
会
館
（
京
都
府
と
京

都
文
楽
会
の
共
催
）
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。

春
秋
２
回
、
３
〜
４
日
間
の
短

期
公
演
で
は
あ
っ
た
が
、
国
立
劇

場
で
の
東
京
公
演
、
大
阪
の
道
頓

堀
に
あ
っ
た
朝
日
座
で
の
公
演

（
財
団
法
人
文
楽
協
会
等
の
主
催
）

に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
技
芸
員

の
総
出
演
、
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
本
公
演
と
同
様
の
体
制
で
催
さ

れ
た
。

昭
和
59
年
、
関
係
者
の
念
願
で

あ
っ
た
国
立
文
楽
劇
場
が
開
場
す

る
こ
と
に
な
り
、
大
阪
で
の
公
演

1

昭
和
46
年
２
月
26
日
〜
28
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
新
曲
　
釣
女

つ
り
お
ん
な

○
桂

か
つ
ら

川
連

が
わ
れ
ん

理
柵

り
の
し
が
ら
み

石
部
宿
屋
の
段
、
六
角
堂
の
段
、
帯
屋
の
段
、
道
行
朧
の
桂
川

●
絵え

本
太
功

ほ
ん
た
い
こ
う

記き

夕
顔
棚
の
段
、
尼
ヶ
崎
の
段

●
曽
根

そ

ね

崎ざ
き

心し
ん

中
じ
ゅ
う

生
玉
社
前
の
段
、
天
満
屋
の
段
、
天
神
森
の
段

2

昭
和
46
年
10
月
29
日
〜
31
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
冥め

い

途ど

の
飛ひ

脚
き
ゃ
く

羽
織
落
し
の
段
、
封
印
切
の
段
、
新
口
村
の
段

○
壇
浦

だ
ん
の
う
ら

兜
か
ぶ
と

軍ぐ
ん

記き

阿
古
屋
琴
責
の
段

●
赤
い
陣
羽
織
　
三
幕

●
お
つ
ま
八
郎
兵
衛
　
桜

さ
く
ら

鍔つ
ば

恨
鮫
鞘

う
ら
み
の
さ
め
ざ
や

鰻
谷
の
段

●
助
国
小
巻
　
契
情

け
い
せ
い

倭
や
ま
と

荘そ
う

子し

蝶
の
道
行

3

昭
和
47
年
６
月
３
日
〜
５
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
楠

昔
話

く
す
の
き
む
か
し
ば
な
し

碪
拍
子
の
段
、
徳
太
夫
住
家
の
段

○
艶は

で

容
女

す
が
た
お
ん
な

舞
衣

ま
い
ぎ
ぬ

酒
屋
の
段

●
義
経
千
本

よ
し
つ
ね
せ
ん
ぽ
ん

桜
ざ
く
ら

道
行
初
音
の
旅
、
川
連
法
眼
館
の
段

●
傾
城

け
い
せ
い

阿
波

あ

わ

の
鳴な

る

門と

十
郎
兵
衛
内
の
段

4

昭
和
47
年
10
月
27
日
〜
29
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
通
し
狂
言
　
一
谷

い
ち
の
た
にr ふ
た
ば

軍ぐ
ん

記き

陣
門
の
段
、
須
磨
浦
の
段
、
組
打
の
段
、
脇
ヶ
浜
宝
引
の
段
、
熊

谷
桜
の
段
、
熊
谷
陣
屋
の
段

●
桂

か
つ
ら

川
連

が
わ
れ
ん

理
柵

り
の
し
が
ら
み

道
行
朧
の
桂
川

●
平へ

い

家け

女
護
島

に
ょ
ご
の
し
ま

鬼
界
ヶ
島
の
段

●
卅
三

さ
ん
じ
ゅ
う
さ
ん

間
堂

げ
ん
ど
う

棟
由
来

む
な
ぎ
の
ゆ
ら
い

熊
野
山
中
の
段
、
鷹
狩
の
段
、
平
太
郎
住
家
よ
り
木
遣
音
頭
の

段

5

昭
和
48
年
６
月
１
日
〜
３
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
通
し
狂
言
　
生
写

し
ょ
う
う
つ
し

朝
顔

あ
さ
が
お

話
ば
な
し

宇
治
川
蛍
狩
り
の
段
よ
り
大
井
川
の
段

●
夏な

つ

祭
ま
つ
り

浪
花

な

に

わ

鑑
か
が
み

三
婦
内
の
段
よ
り
長
町
裏
の
段

※
京
都
文
楽
会
25
周
年
記
念

10

昭
和
50
年
11
月
14
日
〜
16
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
義
経
千
本

よ
し
つ
ね
せ
ん
ぽ
ん

桜
ざ
く
ら

釣
瓶
す
し
や
の
段

○
双
蝶

ふ
た
つ
ち
ょ
う

々
曲

ち
ょ
く
る

輪わ

日に
っ

記き

引
窓
の
段

○
壺
坂
観
音
霊
験

つ
ぼ
さ
か
か
ん
の
ん
れ
い
げ
ん

記き

沢
市
内
よ
り
壺
坂
寺
の
段

●
心し

ん

中
じ
ゅ
う

天
て
ん
の

網
島

あ
み
じ
ま

北
新
地
河
庄
の
段

●
菅
原

す
が
わ
ら

伝
授

で
ん
じ
ゅ

手て

習
鑑

な
ら
い
か
が
み

寺
入
り
の
段
、
寺
子
屋
の
段

●
団だ

ん

子ご

売う
り

11

昭
和
51
年
６
月
３
日
〜
６
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
一
谷

い
ち
の
た
にr ふ
た
ば

軍ぐ
ん

記き

熊
谷
桜
の
段
、
熊
谷
陣
屋
の
段

○
曽
根

そ

ね

崎
心

ざ
き
し
ん

中
ち
ゅ
う

生
玉
社
前
の
段
、
天
満
屋
の
段
、
天
神
森
の
段

●
生し

ょ

写
う
つ
し

朝
顔

あ
さ
が
お

話
ば
な
し

明
石
船
別
れ
の
段
、
島
田
駅
笑
薬
の
段
、
宿
屋
の
段
、
大
井
川

の
段

●
壇
浦

だ
ん
の
う
ら

兜
か
ぶ
と

軍ぐ
ん

記き

阿
古
屋
琴
責
の
段

12

昭
和
52
年
５
日
31
日
〜
６
月
２
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
絵え

本
太
功

ほ
ん
た
い
こ
う

記き

瓜
献
上
の
段
、
夕
顔
棚
の
段
、
尼
ヶ
崎
の
段

○
新
曲
　
釣つ

り

女
お
ん
な

●
伽
羅
先

め
い
ぼ
く
せ
ん

代だ
い

萩は
ぎ

竹
の
間
の
段
、
御
殿
の
段

●
東
海
道

と
う
か
い
ど
う

中
ち
ゅ
う

膝
栗

ひ
ざ
く
り

毛げ

赤
坂
並
木
よ
り
古
寺
ま
で

13

昭
和
52
年
11
月
２
日
〜
５
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
通
し
狂
言
　
仮
名
手

か

な

て

本ほ
ん

忠
ち
ゅ
う

臣
蔵

し
ん
ぐ
ら

○
大
序
　
　
　
鶴
ヶ
岡
兜
改
め
よ
り
恋
歌
の
段

○
三
段
目
　
　
足
利
館
殿
中
刃
傷
の
段

同
裏
門
の
段

○
四
段
目
　
　
塩
谷
判
官
切
腹
の
段

同
城
明
渡
し
の
段

○
五
段
目
　
　
山
崎
街
道
出
合
の
段

17

昭
和
54
年
11
月
２
日
〜
５
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
伊
賀

い

が

越
道

ご
え
ど
う

中
ち
ゅ
う

双
六

す
ご
ろ
く

沼
津
の
段

○
お
ふ
さ
徳
兵
衛
　
心し

ん

中
じ
ゅ
う

重
か
さ
ね

井い

筒づ
つ

六
軒
町
の
段

○
戻も

ど

り
橋ば

し

●
ひ
ら
か
な
盛
衰

せ
い
す
い

記き

大
津
宿
屋
の
段
、
笹
引
の
段
、
松
右
衛
門
内
の
段
、
逆
櫓
の
段

●
お
夏
清
十
郎
　
五ご

十
じ
ゅ
う

年ね
ん

忌き

歌う
た

年ね

仏ぶ
つ

笠
物
狂
の
段

18

昭
和
55
年
６
月
21
日
〜
24
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
二に

人
三

に
ん
さ
ん

番ば

叟そ
う

○
菅
原
伝
授

す
が
わ
ら
で
ん
じ
ゅ

手て

習
鑑

な
ら
い
か
が
み

寺
入
り
の
段
、
寺
子
屋
の
段

○
卅
三

さ
ん
じ
ゅ
う
さ
ん

間
堂

げ
ん
ど
う

棟
由
来

む
な
ぎ
の
ゆ
ら
い

平
太
郎
住
家
の
段
、
木
遣
り
音
頭
の
段

●
景
事
　
二に

人に
ん

禿
か
む
ろ

●
夏な

つ

祭
ま
つ
り

浪
花

な

に

わ

鑑
か
が
み

三
婦
内
の
段
、
長
町
裏
の
段

●
曽
根

そ

ね

崎
心

ざ
き
し
ん

中
ち
ゅ
う

生
玉
社
前
の
段
、
天
満
屋
の
段
、
天
神
森
の
段

19

昭
和
55
年
11
月
１
日
〜
３
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
双
蝶
々

ふ
た
つ
ち
ょ
う
ち
ょ
う

曲く
る

輪わ

日に
っ

記き

引
窓
の
段

○
義
経
千
本

よ
し
つ
ね
せ
ん
ぽ
ん

桜
ざ
く
ら

釣
瓶
す
し
や
の
段

○
壺
坂
観
音
霊
験

つ
ぼ
さ
か
か
ん
の
ん
れ
い
げ
ん

記き

沢
市
内
よ
り
壺
坂
寺
の
段

●
団だ

ん

子ご

売う
り

●
桂

か
つ
ら

川
連

が
わ
れ
ん

理
柵

り
の
し
が
ら
み

石
部
宿
屋
の
段
、
六
角
堂
の
段
、
帯
屋
の
段
、
道
行
朧
の
桂
川

20

昭
和
56
年
６
月
26
日
〜
29
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
一
谷

い
ち
の
た
にr ふ
た
ば

軍ぐ
ん

記き

熊
谷
桜
の
段
、
熊
谷
陣
屋
の
段

○
新
版
歌
祭
文

し
ん
ば
ん
う
た
ざ
い
も
ん

野
崎
村
の
段

●
義
経
千
本

よ
し
つ
ね
せ
ん
ぽ
ん

桜
ざ
く
ら

渡
海
屋
大
物
浦
の
段

●
傾
城

け
い
せ
い

阿
波

あ

わ

の
鳴な

る

門と

十
郎
兵
衛
内
の
段

●
日ひ

高
川
入
相
花

だ
か
が
わ
い
り
あ
い
ざ
く

王ら

渡
し
場
の
段
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9

数
が
増
え
、
京
都
で
の
開
催
が
困

難
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
戦
後

間
も
な
く
か
ら
続
い
て
き
た
京
都

で
の
定
期
的
な
文
楽
公
演
は
一
旦

昭
和
58
年
に
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
63
年
、
府
民
ホ

ー
ル
の
開
場
記
念
の
文
楽
京
都
公

演
、
ま
た
、
南
座
夏
の
文
楽
公
演

が
平
成
７
年
か
ら
平
成
17
年
ま
で

11
回
催
さ
れ
た
。

こ
こ
に
、
京
都
府
立
文
化
芸
術

会
館
で
の
上
演
記
録
を
掲
載
す
る
。

●
菅
原
伝
授

す
が
は
ら
で
ん
じ
ゅ

手て

習
な
ら
い

鑑
か
が
み

車
引
の
段
、
寺
入
り
の
段
、
寺
子
屋
の
段

松
王
首
実
検
よ
り
い
ろ
は
送
り
ま
で

●
新
版
歌
祭
門

し
ん
ば
ん
う
た
ざ
い
も
ん

野
崎
村
の
段

6

昭
和
48
年
10
月
26
日
〜
28
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
双
蝶
々

ふ
た
つ
ち
ょ
う
ち
ょ
う

曲く
る

輪わ

日に
っ

記き

引
窓
の
段

○
女
殺

お
ん
な
ご
ろ
し

油
あ
ぶ
ら
の

地じ

獄ご
く

徳
庵
堤
茶
店
の
段
、
河
内
屋
与
兵
衛
の
段
、
豊
島
屋
油
店
の
段

●
傾
城
反
魂
香

け
い
せ
い
は
ん
ご
ん
こ
う

土
佐
将
監
閑
居
の
段

●
鑓や

り

の
権ご

ん

三ざ

重
か
さ
ね

帷
子

か
た
び
ら

浜
の
宮
馬
場
の
段
、
浅
香
市
之
進
留
守
宅
の
段
、
伏
見
京
橋
女

敵
討
の
段

7

昭
和
49
年
５
月
16
日
〜
18
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
艶は

で

容
女

す
が
た
お
ん
な

舞
衣

ま
い
ぎ
ぬ

酒
屋
の
段

○
絵え

本
太
功

ほ
ん
た
い
こ
う

記き

夕
顔
棚
の
段
、
尼
ヶ
崎
の
段

○
義
経
千
本

よ
し
つ
ね
せ
ん
ぽ
ん

桜
ざ
く
ら

道
行
初
音
の
旅

●
勧
進

か
ん
じ
ん

帳
ち
ょ
う

●
曽
根

そ

ね

崎
心

ざ
き
し
ん

中
ち
ゅ
う

生
玉
社
前
の
段
、
天
満
屋
の
段
、
天
神
森
の
段

8

昭
和
49
年
10
月
４
日
〜
６
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
碁ご

太
平

た
い
へ
い

記き

白
石

し
ら
い
し

噺
ば
な
し

浅
草
雷
門
の
段
、
新
吉
原
揚
屋
の
段

○
仮
名
手

か

な

て

本ほ
ん

忠
ち
ゅ
う

臣
蔵

し
ん
ぐ
ら

下
馬
先
進
物
の
段
、
松
の
間
殿
中
刃
傷
の
段
、
塩
谷
判
官
切
腹

の
段
、
霞
ヶ
関
城
明
け
渡
し
の
段

●
花は

な

競
く
ら
べ

四
季
し
き
の
こ

寿
と
ぶ
き

●
近
頃
河

ち
か
ご
ろ
か
わ

原ら

の
達
引

た
て
び
き

四
条
河
原
の
段
、
堀
川
猿
回
し
の
段

9

昭
和
50
年
５
月
30
日
〜
６
月
１
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
寿

こ
と
ぶ
き

式
三

し
き
さ
ん

番ば

叟そ
う

○
嬢

む
す
め

景
清

か
げ
き
よ

八や

嶋
日

し
ま
に
っ

記き

花
菱
屋
の
段
よ
り
日
向
嶋
の
段

○
景
事
　
二に

人に
ん

禿
か
む
ろ

●
一
谷

い
ち
の
た
にr ふ
た
ば

軍ぐ
ん

記き

林
住
家
の
段

同
二
つ
玉
の
段

○
六
段
目
　
　
勘
平
住
家
身
売
の
段

同
切
腹
の
段

●
七
段
目
　
　
祇
園
一
力
茶
屋
の
段

●
八
段
目
　
　
道
行
旅
路
の
嫁
入

●
九
段
目
　
　
山
科
雪
転
し
の
段

同
閑
居
の
段

●
十
一
段
目
　
花
水
橋
引
揚
の
段

14

昭
和
53
年
６
月
１
日
〜
４
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
心し

ん

中
じ
ゅ
う

天
て
ん
の
網
島

あ
み
し
ま

北
新
地
河
庄
の
段
、
天
満
紙
屋
内
の
段

○
鬼き

一
法
眼
三

い
ち
ほ
う
げ
ん
さ
ん

略
巻

り
ゃ
く
の
ま
き

五
條
橋
の
段

●
勧
進

か
ん
じ
ん

帳
ち
ょ
う

●
摂せ

っ

州
し
ゅ
う

合
邦
辻

が
っ
ぽ
う
が
つ
じ

合
邦
住
家
の
段

●
日ひ

高
川
入
合

だ
か
が
わ
い
り
あ
い

花ざ
く

王ら

渡
し
場
の
段

15

昭
和
53
年
11
月
２
日
〜
５
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
近お

お

江み

源げ
ん

氏じ

先
陣

せ
ん
じ
ん

館
や
か
た

和
田
兵
衛
上
使
の
段
、
盛
綱
陣
屋
の
段

○
恋
飛
脚

こ
い
の
た
よ
り

大
和

や

ま

と

往
来

お
う
ら
い

新
口
村
の
段

○
鷺さ

ぎ

娘
む
す
め

●
妹い

も

背せ

山
婦

や
ま
お
ん

女な

庭
訓

て
い
き
ん

井
戸
替
の
段
、
杉
酒
屋
の
段
、
道
行
恋
の
小
田
巻
、
鱶
七
上
使

の
段
、
姫
戻
り
の
段
、
金
殿
の
段

16

昭
和
54
年
６
月
22
日
〜
25
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
平へ

い

家け

女
護
島

に
ょ
ご
の
し
ま

鬼
界
ヶ
島
の
段

○
冥め

い

途ど

の
飛ひ

脚
き
ゃ
く

淡
路
町
よ
り
羽
織
落
し
の
段
、
封
印
切
の
段

○
新
曲
　
面
売
り

●
嫗

こ
も
ち

山
姥

や
ま
ん
ば

廓
噺
の
段

●
近
頃
河

ち
か
ご
ろ
わ

原ら

の
達
引

た
て
び
き

堀
川
猿
廻
し
の
段

●
壇
浦

だ
ん
の
う
ら

兜
か
ぶ
と

軍ぐ
ん

記き

阿
古
屋
琴
責
の
段

21

昭
和
56
年
10
月
31
日
〜
11
月
３
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
奥お

う

州
し
ゅ
う

安あ

達
原

だ
ち
が
は
ら

朱
雀
堤
の
段
、
敷
妙
使
者
の
段
、
矢
の
根
の
段
、
袖
萩
祭
文
の
段

○
新
曲
　
紅
葉

も

み

じ

狩が
り

●
心し

ん

中
じ
ゅ
う

天
網

て
ん
の
あ
み

島し
ま

口
三
味
線
の
段
、
北
新
地
河
庄
の
段
、
天
満
紙
屋
内
の
段
、
大

和
屋
の
段

●
伊
達

だ

て

娘
む
す
め

恋
こ
い
の

緋ひ

鹿が
の

子こ

お
七
火
の
見
櫓
の
段

22

昭
和
57
年
６
月
25
日
〜
28
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
源
平
布

げ
ん
ぺ
い
ぬ
の

引
滝

び
き
の
た
き

竹
生
島
遊
覧
の
段
、
糸
つ
む
ぎ
の
段
、
瀬
尾
十
郎
詮
議
の
段
、
実

盛
物
語
の
段
、
綿
繰
馬
の
段

○
艶は

で

容
す
が
た

女
お
ん
な

舞
衣

ま
い
ぎ
ぬ

酒
屋
の
段

●
生
写

し
ょ
う
う
つ
し

朝
顔

あ
さ
が
お

話
ば
な
し

宇
治
川
蛍
狩
り
の
段
、
明
石
船
別
れ
の
段
、
薬
売
り
の
段
、
島

田
駅
笑
薬
の
段
、
宿
屋
の
段
、
大
井
川
の
段

23

昭
和
57
年
10
月
29
日
〜
11
月
１
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
傾
城
反
魂
香

け
い
せ
い
は
ん
ご
ん
こ
う

土
佐
将
監
閑
居
の
段

○
玉
藻
前

た
ま
も
の
ま
え

曦
あ
さ
ひ
の

袂
た
も
と

道
春
館
の
段

○
夕
霧
伊
左
衛
門
　
廓

く
る
わ

文
章

ぶ
ん
し
ょ
う

吉
田
屋
の
段

●
近
頃
河

ち
か
ご
ろ
か
わ

原ら

の
達
引

た
て
び
き

四
条
河
原
の
段
、
堀
川
猿
廻
し
の
段

●
本ほ

ん

朝
ち
ょ
う

廿
に
じ
ゅ
う

四し

孝こ
う

十
種
香
の
段
、
奥
庭
狐
火
の
段

24

昭
和
58
年
11
月
５
日
〜
８
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
冥め

い

途ど

の
飛
脚

ひ
き
ゃ
く

淡
路
町
よ
り
羽
織
落
し
の
段
、
封
印
切
の
段
、
新
口
村
の
段

○
戻

も
ど
り

橋ば
し

●
仮
名
手

か

な

て

本ほ
ん

忠
ち
ゅ
う

臣
蔵

し
ん
ぐ
ら

足
利
館
殿
中
刃
傷
の
段
、
同
裏
門
の
段
、
山
崎
街
道
二
つ
玉
の

段
、
勘
平
住
家
身
売
の
段
、
勘
平
切
腹
の
段
、
祇
園
一
力
茶
屋

の
段

※
○
…
昼
の
部

●
…
夜
の
部

資
料
提
供：

京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館
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10

第
１
回
（
地
歌
）

○
タ
イ
ト
ル
　

日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
　

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
１

「
地
歌
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

平
成
18
年
５
月
18
日
（
火
）

午
後
６
時
半

○
出
　
演
　

演
　
奏

菊
原
光
治
氏
　

助
演
　
菊
央
雄
司
氏
　
菊
萌
文
子
氏

構
成
・
解
説

久
保
田
敏
子
氏
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
教
授
）

総
合
司
会

笠
谷
和
比
古
氏
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

第
２
回
（
謡
曲
）

○
タ
イ
ト
ル

日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
２

「
謡
曲
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

平
成
19
年
５
月
10
日
（
木
）
午
後
６
時
半

○
出
　
演

演
　
奏

金
剛
流
　
金
剛
永
謹
氏

（
助
吟
）
豊
島
晃
嗣
氏
　
宇
高
竜
成
氏

観
世
流
　
井
上
裕
久
氏

（
助
吟
）
吉
浪
寿
晃
氏
　
浦
部
幸
裕
氏

構
成
・
解
説

権
藤
芳
一
氏
（
演
劇
評
論
家
）

司
　
会

南
端
玲
子
氏

第
３
回
（
琵
琶
楽
）

○
タ
イ
ト
ル

日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
３

「
琵
琶
楽
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

平
成
19
年
11
月
29
日
（
木
）
午
後
６
時
半

○
出
　
演

演

奏
永
田
法
順
氏
（
日
向
盲
僧
琵
琶
、
浄
満
寺
住
職
、
宮
崎

県
無
形
文
化
財
）

田
中
旭
泉
氏
（
筑
前
琵
琶
日
本
橘
会
）

須
田
誠
舟
氏
（
薩
摩
琵
琶
正
派
　
日
本
琵
琶
楽
協
会

理
事
長
）

構
成
・
解
説

山
川
直
治
氏
（
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
主
席
芸
能
調

査
役
）

司
　
会
　
　
　
　

南
端
玲
子
氏

第
４
回
（
歌
舞
伎
の
下
座
音
楽
）

○
タ
イ
ト
ル

日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
４

「
歌
舞
伎
の
下
座
音
楽
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

平
成
20
年
８
月
19
日
（
火
）
午
後
６
時
半

○
出
　
演

演
　
奏

中
村
壽
慶
氏
（
鳴
物
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

藤
舎
悦
芳
氏
（
鳴
物
）

藤
舎
華
生
氏
（
笛
方
）

杵
屋
浩
基
氏
（
三
味
線
）

今
藤
敏
行
氏
（
三
味
線
）

特
別
出
演

中
村
壱
太
郎
氏
（
歌
舞
伎
役
者
）

構
成
・
解
説

赤
間
　
亮
氏
（
立
命
館
大
学
教
授
）

司
　
会

南
端
玲
子
氏

上

演

の

記

録

歌
舞
伎
の
・
・
・
・
・
・

下
座
音
楽
は
お
も
し
ろ
い

会
場：

府
民
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ィ

主
催
者
な
ど
は
今
回
と
同
じ
。

肩
書
等
は
上
演
当
時
の
も
の
で
す
。
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〈京都和文華の会について〉

京都を基盤とする日本の伝統文化を広く紹

介し、その振興と発展を図ることを目的として

設立された任意団体で、学者、伝統工芸関係者、

会社員等で構成されています。

本会は、広く市民を対象にして、京都を基盤

とする日本の伝統文化を紹介する場を設け、そ

の情報を発信することにより、わが国固有の文

化に対する理解を深め、伝統文化の振興と発展

を図り、もって世界の多様な文化を受容できる

精神的な土壌の育成に努めることを目的とし

て、次の活動、事業を行っていきます。

・京都の文化にかかわる芸術、芸能、学術、生

活文化等の振興を図る活動

・若い人たちに日本の文化を伝える活動

・伝統芸術、芸能の普及振興のための事業

・日本文化伝承のための事業

・その他、本会の目的を達成するための事業

京都和文華の会

〒611―0033

宇治市大久保町上ノ山51―35

TEL／FAX 0774―43―7577

主　　催 京都和文華の会
共　　催 真如苑
特別協力 京都府立文化芸術会館
協　　力 立命館大学アート・リサーチセンター

社団法人　京都デザイン協会
ＮＰＯ法人　京都文化企画室
ＮＰＯ法人　檜の会

企画制作 京都和文華の会
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